信じさせる， J とがで きるならば」 

また 兄 は、 自殺 をい い 気な ものと して 嫌った。 けれ 

ども 私 は、 自殺 を 処世術み たいな 打算的な ものと して 

考えて いた 矢先であった から、 兄の この 言葉 を 意外に 

感じた。 

白状し 給え。 え？ 誰の 真似な の？ 

みずいた きょ な 

水 到りて 渠 成る。 

あわれが 

彼 は 十九 歳の 冬、 「哀 蚊」 という 短篇 を 書いた。 それ 



それから、 幽霊、 とだけ は、 あれ だけ は、 どなたが な 

んと仰 言 つたと て 決して 決して 夢で は) ございませぬ。 

夢 だ なぞと おろかな こと、 もうこれ、 こんなに まざ ま 

ざ 眼 先に 浮んで 参った では ございま せんか。 あの 婆 様 

の 御め めと、 それから。 

さようで ございます。 私の 婆 様 ほどお 美しい 婆 様 も 

そんなに ある もので は ございませぬ。 昨年の 夏お 歿く 

なりに なられました けれど、 その 御 死 顔と 言ったら、 

すごい ほど 美しい と は あれで ございましよう。 白蠟の 

御 両頰に は、 あの 夏木立の 影 も 映らむ ばかりで ご ざ い 

ました。 そんなに お 美しくて いらっしゃ るのに、 縁遠 



きち ざ 

たわむれに 私 を 「吉 三」 「吉 三」 とお 呼びに なって 下さつ 

ともしび 

た 折の その 嬉し さ。 らんぶの 黄色い 燈 火の 下で しょん 

ぼり 草双紙 をお 読みに なって いらっしゃる 婆 様のお 美 

しい 御 姿、 左様、 私 はこと ごとくよ く 覚えて いるので 

ございます。 

とりわけ あの 晚の哀 蚊の 御 寝物語 は、 不思議と 私に 

は 忘れる- J とがで きな い の でございます。 そう 言えば 

あれ は 確かに 秋で ございました。 

「秋まで 生き残され ている 蚊を哀 蚊と 言 うの じ や。 

かいぶ た ふびん 

蚊燻し は 焚かぬ もの。 不憫の 故にな」 

ああ、 一言一句 そのまん ま 私 は 記 慮して 居ります。 



芸術の 美 は 所詮、 市民への 奉仕の 美で ある。 

花き ちがいの 大工が いる。 邪魔 だ。 

ささや 

それから、 まち子 は 眼 を 伏せて こんな こと を 囁いた _ 

「あの 花の 名 を 知っている？ 指 を ふれれば ぱ ちんと 

われて、 きたない 汁 を はじきだし、 みるみる 指 を 腐ら 

せる、 あの 花の 名が 判ったら ねえ」 

僕 はせ せら 笑い、 ズボンの ポケットへ 両手 をつつ 込 

ん でから 答えた。 



ほうとう 

つい せんだつても、 僕が こんなに 放蕩 を やめな いのも 

つまり は 僕の 身体が まだ 放蕩に 堪え 得る からであろう。 

去勢され たような 男に でも なれば 僕 は 始めて 一 切の 感 

覚的 快楽 を さけて、 闘争への 財政 的 扶助に 専心で きる 

の だ、 と 考えて、 三日ば かり 続けて P 巿の 病院に 通い、 

その 伝染病 舎の 傍の 泥 溝の 水 を 掬って 飲んだ もの だ そ 

うだ。 けれども ちょっと 下痢 をした だけで 失敗 さ、 と 

そのこと を 後で 青 井が 頰ぁ からめて 話す の を 聞き、 小 

早 川 は、 その インテリ 臭い 遊戯 を このうえ なく 不愉快 

に 感じた が、 しかし、 それほどまでに 思いつめた 青 井 

の 心が、 少 からず 彼の 胸 を 打った の も 事実であった。 



のぼっての、 ふくれた、 ゆらら と 流れた、 のつ そらと 

大浪 うった、 ぐるつ ぐるつ と 渦 まえた、 間もなくし、 

火の手 あ、 のの ののと 荒け なくなり、 地 ひびきた てた 

て 山ば のぼり 始めたず おん。 山 あ、 てつべ らまで、 ま 

ん どろに 明るくな つ たず おん。 どうどうと 燃え あがる 

千 本 万 本の 冬木立ば 縫い、 人 を 乗せた まっくろい 馬 こ 

あ、 風みたい に馳 せて いたず おん。 (ふるさとの 言葉 

で) 

たった 一 言 知らせて 呉れ！ "Nevermore" 
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